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(ナトリウムの漏えい監視) 
第�[条 原子炉の状態が運転、起動、停止、低温停止及び燃料交換において、ナトリウムの漏えい監
視は別表 34-1 で定める事項を運転上の制限とする。 

 
２ ナトリウムの漏えい監視が前項で定める運転上の制限を満足していることを確認するため、次号
を実施する。 

(1) 当直長は、原子炉の状態が運転、起動、停止、低温停止及び燃料交換において、ナトリウムの漏
えいがないことの確認を、別表 34-1 に示すナトリウム漏えい監視装置により、連続して行う。 

 
３ 当直長は、ナトリウムの漏えい監視が第１項で定める運転上の制限を満足していないと判断した
場合、別表 34-2-1、別表 34-2-2 又は別表 34-2-3 の措置を講じるとともに、発電課長に連絡する。
連絡を受けた発電課長は、別表 34-2-1 又は別表 34-2-2 の措置を講ずる。 

 
別表�[－１ ナトリウム漏えい監視の運転上の制限 

項  目 運転上の制限 

ナトリウム漏えいがないこと＊２＊３ 

１次冷却系設備、
１次メンテナンス
冷却系設備 

(1)ナトリウム漏えい検出器 
(2)タンク、容器等のナトリウム液位計 
(3)雰囲気温度、圧力計 
(4)放射線線量率計 

２次冷却系設備、
２次メンテナンス
冷却系設備 

(1)ナトリウム漏えい検出器 
(2)火災感知設備（煙感知器） 

ナトリウム漏
えい監視＊１ ナトリウムの漏

えい監視装置 

炉外燃料貯蔵設備 
(1)ナトリウム漏えい検出器 
(2)火災感知設備（煙感知器） 
（空気雰囲気室のみ） 

＊１：ナトリウムが充填されていない部位は、運転上の制限を適用しない。 
＊２：ナトリウムサンプリング装置からの漏えいの場合、運転上の制限を適用しない。 
＊３：漏えいがないこととは、漏えい警報が発報していない又は発報した場合に、誤報が明ら

かな場合をいう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

(ナトリウムの漏えい監視) 
第�[条 原子炉の状態が運転、起動、停止、低温停止及び燃料交換において、ナトリウムの漏えい監
視は別表 34-1 で定める事項を運転上の制限とする。 

 
２ ナトリウムの漏えい監視が前項で定める運転上の制限を満足していることを確認するため、次号
を実施する。 
(1) 当直長は、原子炉の状態が運転、起動、停止、低温停止及び燃料交換において、別表 34-1 に示
すナトリウム漏えい監視装置により、連続して、ナトリウムの漏えいがないことを確認する。 

 
３ 当直長は、ナトリウムの漏えい監視が第１項で定める運転上の制限を満足していないと判断した
場合、別表 34-3-1、別表 34-3-2 又は別表 34-3-3 の措置を講じるとともに、発電課長に連絡する。
連絡を受けた発電課長は、別表 34-3-1、別表 34-3-2 又は別表 34-3-3 の措置を講ずる。 
 

別表�[－１ ナトリウム漏えい監視の運転上の制限 

項  目 運転上の制限 

ナトリウム漏えいがないことß àßÉàß� 
ナトリウム漏えい
監視 ナトリウムの漏えい

監視装置 
別表 34-2-1、34-2-2 及び 34-2-3 に示すナトリウムの漏えい
監視装置が動作可能であることß àß[àßqàß(àß-àß4àßá�  

＊１：ナトリウムが充填されていない部位は、運転上の制限を適用しない。 
＊２：ナトリウムサンプリング装置サンプリング管接続部の漏えいの場合、運転上の制限を適用しない。 
＊３：漏えいがないこととは、ナトリウムの漏えい監視装置の漏えいを示す警報（以下、「警報」とい
う。）が発報していない、又は警報が発報し、当直長があらかじめ定められた手順により明らかに
誤警報と判断できる場合をいう。   

＊４：第��条第１項で定める運転上の制限の適用をうけるナトリウムの漏えい監視装置については、
第��条に従う。  

 
＊５：ナトリウムの漏えい監視装置のいずれか１種類が動作不能である場合において、監視対象部位が
同一で、かつ、同程度以上の漏えいを検知できるあらかじめ定める設備による監視が可能であれば、
運転上の制限を満足しているとみなす。 

 
＊６：原子炉の状態が低温停止及び燃料交換において、予防保全を目的とした計画的な点検・保修を実
施することにより運転上の制限を満足しなくなる場合は、第(É条第４項に準拠する。ただし、＊
７、＊８に掲げる場合を除く。  

＊７：接触型ナトリウム漏えい検出器の絶縁抵抗測定を実施する場合、1時間に限り、運転上の制限を
適用しない。   

＊８：原子炉の状態が低温停止及び燃料交換において、ガスサンプリング型ナトリウム漏えい検出器の
フィルタの清掃又は取替えを実施する場合、�¡q時間に限り、運転上の制限を適用しない。  

＊９：第q 条第２項で定める原子炉格納容器漏えい率の確認にあたって運転上の制限を満足しなくな
る場合であって、あらかじめ必要な安全措置を定め、主任技術者の確認、所長の承認を得て実施す
る場合は、運転上の制限を満足しているとみなす。  

 
別表�[âÉâ  ナトリウムの漏えい監視装置（１次冷却系設備、１次メンテナンス冷却系設備） 

設 備 ナトリウムの漏えい監視装置 

１次冷却系設備 
１次メンテナンス冷却系設備 

(1) ガスサンプリング型ナトリウム漏えい検出器 
(2) 接触型ナトリウム漏えい検出器 
(3) ナトリウム漏えい検出用液面計 
(4) タンク、容器のナトリウム液面計           
(5) 火災感知設備 
(6) 雰囲気温度計、雰囲気圧力計 
(7) 放射線線量率計 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
表現の適正化 
 
 
別表番号の変更 
別表番号の変更 
 
 
 
 
 
LCO として漏えい監視装置
が動作可能であることを
規定 

 
*2:対象の明確化 
*3:警報発報時に、当直長
が行う確認行為の明確化 
 
*4: 第 OO 条と重複して規
定される漏えい監視装置
の扱いを規定 
*5: 漏えい監視装置動作
不能時の LCO 適用除外を
規定 
 
*6：予防保全を目的とした
点検・保修を実施する場合
の措置を規定 
*7,8：日常的な点検を行う
場合のLCO適用除外を規定
 
 
*9：CVLR 試験を実施する
場合の措置を規定 
 
 
別表 34-2-1 の追加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資
料
4.1.6-1 

 

 

 

 

 

 

監視装置を 
細分化 
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別表�[âÉâ  ナトリウム漏えい監視の運転上の制限を満足しない場合の措置 
（１次冷却系設備、１次メンテナンス冷却系設備） 

条 件 要求される措置 完了時間 
A. 原子炉の状態が運転、起
動及び停止において、ナ
トリウム漏えいの発生
を確認した場合 
 
 

A.1 
 
A.2 

当直長は、原子炉トリップしゃ断器を開く。 
及び 
当直長は、漏えい箇所について、ナトリウム
ドレン操作等により、漏えいの拡大を防止す
る措置を開始する。 

速やかに 
 
速やかに 

B. 原子炉の状態が運転、起
動及び停止において、ナ
トリウム漏えい検出器
の警報が発信した場合 

B.1 
 
 
B.2 

発電課長は、ナトリウム漏えいでないことを
確認する。 
及び 
当直長は、別表�[â に掲げる他の監視装置
により、ナトリウム漏えいがないことを確認
する。 

É[時間 
 
 
速やかに 

  
 
 
 
 
 

  �

C. 条件 Bで要求される措
置を完了時間内に達成
できない場合 
 

C.1 当直長は、低温停止にする。 �(時間 

D. 原子炉の状態が低温停
止及び燃料交換におい
て、ナトリウム漏えいの
発生を確認した場合 

D.1 当直長は、漏えい箇所について、ナトリウム
ドレン操作等により、漏えいの拡大を防止す
る措置を開始する。 

速やかに 

 
 
 
 
 

 
別表�[âÉãÉ ナトリウムの漏えい監視装置（２次冷却系設備、２次メンテナンス冷却設備） 

設 備 ナトリウムの漏えい監視装置 

２次冷却系設備 
２次メンテナンス冷却設備 

(1)ガスサンプリング型ナトリウム漏えい検出器 
(2)接触型ナトリウム漏えい検出器 
(3)空気雰囲気セルモニタ                
(4)雰囲気温度計 
(5)火災感知設備 

 
 

別表�[âÉã� ナトリウムの漏えい監視装置（炉外燃料貯蔵設備） 

設 備 ナトリウムの漏えい監視装置 

炉外燃料貯蔵設備 

(1)ガスサンプリング型ナトリウム漏えい検出器 
(2)接触型ナトリウム漏えい検出器             
(3)空気雰囲気セルモニタ 
(4)火災感知設備 

 
 
 

別表�[â�â  ナトリウムの漏えい監視の運転上の制限を満足しない場合の措置 
（１次冷却系設備、１次メンテナンス冷却系設備） 

条 件 要求される措置 完了時間 
A. 原子炉の状態が運転、起動及
び停止において、ナトリウム
漏えいの発生を確認した場合 

A.1 
 
 
A.2 

当直長は、原子炉トリップしゃ断器を
開く。 
及び 
当直長は、ナトリウムドレン操作等に
より、漏えいの拡大を防止する措置を
開始する。 

速やかに 
 
 
速やかに 

B. ナトリウムの漏えい監視装置
の警報が発報した場合  

B.1 
 
 
B.2 
 
 

発電課長は、ナトリウム漏えいでない
ことを確認する。 
及び 
当直長は、別表�[âÉâ に掲げる他の
監視装置により、ナトリウム漏えいが
ないことを確認する。 

É[時間の範囲で
速やかに   
 
速やかに 
 
 

C. ナトリウムの漏えい監視装置
が動作不能である場合  

C.1 
 
 
C.2 
 
 

発電課長は、動作不能な監視装置を動
作可能な状態に復旧させる。 
及び 
当直長は、別表�[âÉâ に掲げる他の
監視装置により、ナトリウム漏えいが
ないことを確認する。 

É[時間 
 
 
速やかに 
 
 

D. 条件 B又は Cで要求される措
置を完了時間内に達成できな
い場合 
 

D.1 
 
D.2 

当直長は、低温停止にする。 
及び 
当直長は、ナトリウムドレン操作等を
開始する。 

�(時間 
 
低温停止後速や
かに 

E. 原子炉の状態が低温停止及び
燃料交換において、ナトリウ
ム漏えいの発生を確認した場
合 

E.1 当直長は、ナトリウムドレン操作等に
より、漏えいの拡大を防止する措置を
開始する。 

速やかに 

 
 
 
 
 
 

 
別表 34-2-2 の追加 

 
 
 
 
 
 
 
 
別表 34-2-3 の追加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
措置 A.2：表現の適正化 
 
 
条件 B：表現の適正化  
措置 B.1：完了時間の見直
し 
措置 B.2：別表番号の変更 
 
 
条件 C：監視装置の動作不
能時の措置を追加 
 
 
 
 
 
措置 D.2：要求される措置
としてナトリウムドレン
操作等の明記 

措置 E.1：表現の適正化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

監視装置を 
細分化 

監視装置を 
細分化 

低温停止及び燃料
交換時の措置を追
加 
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別表�[âÉâÉ ナトリウム漏えい監視の運転上の制限を満足しない場合の措置 
    （２次冷却系設備、２次メンテナンス冷却系設備） 

条 件 要求される措置 完了時間 
A. 原子炉の状態が運転、起
動及び停止において、ナ
トリウム漏えいの発生
を確認した場合 
 
 

A.1 
 
A.2 

当直長は、原子炉トリップしゃ断器を開く。 
及び 
当直長は、漏えい箇所について、ナトリウム
ドレン操作等により、漏えいの拡大を防止す
る措置を開始する。 

速やかに 
 
速やかに 

B. 原子炉の状態が運転、起
動及び停止において、ナ
トリウム漏えい検出器
の警報が発信した場合 

B.1 
 
 
B.2 

発電課長は、ナトリウム漏えいでないことを
確認する。 
及び 
当直長は、別表�[â に掲げる他の監視装置
及び巡視＊４により、ナトリウム漏えいがな
いことを確認する。 

É[時間 
 
 
速やかに 

  
 
 
 
 
 

  �

C. 条件 Bで要求される措
置を完了時間内に達成
できない場合 
 

C.1 当直長は、低温停止にする。 �(時間 

D. 原子炉の状態が低温停
止及び燃料交換におい
て、ナトリウム漏えいの
発生を確認した場合 

D.1 当直長は、漏えい箇所について、ナトリウム
ドレン操作等により、漏えいの拡大を防止す
る措置を開始する。 

速やかに 

＊４：人の立入りが困難な場所等については、ITV 等による間接的な方法による監視で巡視に
代えることができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
別表�[â�âÉ ナトリウム漏えい監視の運転上の制限を満足しない場合の措置 

（２次冷却系設備、２次メンテナンス冷却系設備） 

条 件 要求される措置 完了時間 
A. 原子炉の状態が運転、起動及
び停止において、ナトリウム
漏えいの発生を確認した場合 

A.1 
 
 
A.2 

当直長は、原子炉トリップしゃ断器を
開く。 
及び 
当直長は、ナトリウムドレン操作等に
より、漏えいの拡大を防止する措置を
開始する。 

速やかに 
 
 
速やかに 
 

B. ナトリウムの漏えい監視装置
の警報が発報した場合  

B.1 
 
 
B.2 
 
 

発電課長は、ナトリウム漏えいでない
ことを確認する。 
及び 
当直長は、別表�[âÉâÉに掲げる他の
監視装置又は巡視ß äにより、ナトリウ
ム漏えいがないことを確認する。 

É[時間の範囲内
で速やかに  
 
速やかに 
 

C. ナトリウムの漏えい監視装置
が動作不能である場合  

C.1 
 
 
C.2 
 
 

発電課長は、動作不能な監視装置を動
作可能な状態に復旧させる。 
及び 
当直長は、別表�[âÉâÉに掲げる他の
監視装置又は巡視ß äにより、ナトリウ
ム漏えいがないことを確認する。 

É[時間 
 
 
速やかに 
 
 

D. 条件 B又は Cで要求される措
置を完了時間内に達成できな
い場合 

D.1 
 
D.2 

当直長は、低温停止にする。 
及び 
当直長は、ナトリウムドレン操作等を
開始する。 

�(時間 
 
低温停止後速や
かに 

E. 原子炉の状態が低温停止及び
燃料交換において、ナトリウ
ム漏えいの発生を確認した場
合 

E.1 当直長は、ナトリウムドレン操作等に
より、漏えいの拡大を防止する措置を
開始する。 

速やかに 

＊ ä：人の立入りが困難な場所等については、ITV 等による間接的な方法による監視で巡視に
代えることができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
措置 A.2：表現の適正化 
 
 
条件 B：表現の適正化  
措置 B.1：完了時間の見直
し 
措置 B.2：別表番号の変
更 、表現の適正化 
 
条件 C：監視装置の動作不
能時の措置を追加 
 
 
 
 
措置 D.2：要求される措置
としてナトリウムドレン
操作等の明記 
 
措置 E.1：表現の適正化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

低温停止及び燃料
交換時の措置を追
加 
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別表�[âÉâ� ナトリウム漏えい監視の運転上の制限を満足しない場合の措置 
（炉外燃料貯蔵設備） 

条 件 要求される措置 完了時間 
A. ナトリウム漏えいの発
生を確認した場合 

A.1 当直長は、漏えい箇所について、ナトリウム
ドレン操作等により、漏えいの拡大を防止す
る措置を開始する。 

速やかに 

 
 
 

 
別表�[â�â� ナトリウム漏えい監視の運転上の制限を満足しない場合の措置 

（炉外燃料貯蔵設備） 

条 件 要求される措置 完了時間 
A. ナトリウム漏えいの発生を確
認した場合 

A.1 当直長は、ナトリウムドレン操作等に
より、漏えいの拡大を防止する措置を
開始する。 

速やかに 
 
 

B. ナトリウムの漏えい監視装置
の警報が発報した場合  

B.1 
 
 
B.2 
 
 

発電課長は、ナトリウム漏えいでない
ことを確認する。 
及び 
当直長は、別表�[âÉâ�に掲げる他の
監視装置又は巡視ß  により、ナトリウ
ム漏えいがないことを確認する。 

É[時間の範囲内
で速やかに  
 
 
速やかに 
 

C. ナトリウムの漏えい監視装置
が動作不能である場合  

C.1 
 
 
C.2 
 
 

発電課長は、動作不能な監視装置を動
作可能な状態に復旧させる。 
及び 
当直長は、別表�[âÉâ�に掲げる他の
監視装置又は巡視ß  により、ナトリウ
ム漏えいがないことを確認する。 

É[時間 
 
 
速やかに 
 
 

D. 条件 B又は Cで要求される措
置を完了時間内に達成できな
い場合 

D.1 当直長は、ナトリウムドレン操作等を
開始する。 

速やかに 
 

＊  ：人の立入りが困難な場所等については、ITV 等による間接的な方法による監視で巡視に
代えることができる。 

 
 

 
 
 
 
 
措置 A.1：表現の適正化 
 
 
条件 B：監視装置の警報発
報時の措置を追加 
 
 
 
 
条件 C：監視装置の動作不
能時の措置を追加 
 
 
 
 
措置 D.1：表現の適正化 
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